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※
本
会
は
善
行
精
神
の
普
及
と
善
行
の
実
践
を
通
し
て
明
る
い
住
み
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。
会
員
会
費
と
個
人･

企
業
・
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
助
成
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
広
く
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
・
ご
支
援
者
の
皆
様

　

あ
け
ま
し
て

　
　 

お
め
で
と
う

　
　
　
　 

ご
ざ
い
ま
す

昨
年
中
は
皆
様
の
心
温
ま
る
ご
支
援
を
賜
り
ま

し
て
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
蔭
様
で
本
会
の
諸
事
業
も
順
調
に
推
移
し
、

善
行
活
動
の
普
及
に
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
事
が

出
来
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
し
心
よ
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
何
卒
一
層
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
五
年　

元
旦

一
般
社
団
法
人 

日
本
善
行
会

― 

理  

事
・
監  

事 

―
　

名
誉
会
長 

藤
田
　
耕
三

会
　
　
長 

勝
野
　
堅
介

副  

会  

長 

相
澤
　
克
也

　  

〃 

高
田
　
　
修

　  

〃 

山
下
純
雲
子

常
務
理
事 

石
井
　
將
博

　  

〃 

黒
澤
　
　
猛

　  

〃 

島
村
　
弘
子

　  

〃 

濱
武
　
　
隆

　  

〃 

松
本
カ
ネ
子

理
　
　
事 

有
野
　
　
勇

　  

〃 

石
毛
　
利
雄

　  

〃 

磯
江
　
良
三

　  

〃 

栗
原
　
　
忍

　  

〃 

黒
﨑
　
一
嘉

　  

〃 

黒
瀧
　
信
行

理
　
　
事 

髙
橋
　
睦
夫

　  

〃 

鳥
巣
　
正
行

　  

〃 

中
嶋
　
光
子

　  

〃 

永
津
　
勝
彦

　  

〃 

縄
田
　
　
栄

　  

〃 

西
村
　
　
弘

　  

〃 

花
川
與
惣
太

　  

〃 

飯
田
　
勝
男

　  

〃 

平
岩
　
宏
子

　  

〃 

松
井
　
　
猛

　  

〃 

山
﨑
　
久
夫

　  

〃 

山
下
　
八
郎

監
　
　
事 

浦
野
　
秀
樹

　  

〃 

久
保
　
　
猛

　  

〃 

志
村
　
宗
男

（
同
一
役
職
内
は
50
音
順
）

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く

　

【
網
走
支
部
】

秋
季
善
行
表
彰
伝
達
式
を
小
清
水
町
で
開
催

令
和
四
年
十
二
月
八
日
に
小
清
水
町

内
の
多
目
的
研
修
集
会
施
設
「
愛
ホ
ー

ル
」
で
表
彰
伝
達
式
を
開
催
し
、
受
賞

し
た
「
小
清
水
自
然
と
語
る
会
」
十
一

名
、
小
清
水
町
長
、
千
葉
修
網
走
支
部

長
を
は
じ
め
支
部
役
員
十
名
が
参
加
し
、

支
部
長
よ
り
「
小
清
水
自
然
と
語
る
会
」

代
表
の
宮
原
俊
之
氏
に
表
彰
状
を
手
渡

し
て
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　

【
北
見
地
区
支
部
】

創
立
四
十
周
年
記
念
式
典
及
び

　
　
　
令
和
四
年
度
秋
季
善
行
表
彰
式
の
開
催

昭
和
五
十
七
年
二
月
一
日
発
足
以
来
、創
立
四
十
周
年
を
迎
え
、

十
一
月
二
十
三
日
（
水
）
に

北
見
市
民
会
館
で
、
日
本
善

行
会
勝
野
堅
介
会
長
は
じ

め
、
ご
来
賓
の
皆
様
の
ご
臨

席
を
賜
り
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
四
十
年
間
の
善
行
表

彰
受
賞
者
は
個
人
、
団
体
を

含
め
、五
一
五
名
が
受
賞
し
、

善
行
の
輪
を
広
げ
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
、
関

係
者
の
皆
さ
ま
に
改
め
て

心
よ
り
敬
意
と
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
令
和
四
年
度
の
秋

季
善
行
表
彰
式
を
開
催
し
、

支
部
で
は
六
名
と
二
団
体

が
受
賞
さ
れ
、
勝
野
会
長
よ

り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

【
宮
城
県
支
部
】

十
二
月
四
日
に
令
和
四
年
度
春
季
・
特
別
・
秋
季
善
行

表
彰
受
賞
者
に
対
す
る
表
彰
状
伝
達
と
祝
賀
会
を
六
十
余

名
出
席
の
も
と
仙
台
駅
前
レ
ス
ト
ラ
ン
（
デ
ュ
ッ
カ
）
に

て
開
催
、
飯
田
支

部
長
か
ら
受
賞

者
（
一
団
体
・
個

人
二
十
三
名
）
に

対
し
表
彰
状
の
伝

達
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
受
賞
者
代
表

に
よ
る
謝
辞
が
述

べ
ら
れ
、
出
席
来

賓
か
ら
祝
辞
が
あ

り
、
本
部
勝
野
会

長
、
宮
城
県
知
事
、

仙
台
市
長
等
か
ら

の
祝
電
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
出
席

者
全
員
で
の
記
念

撮
影
後
の
会
食
・

懇
談
で
は
、
受
賞

者
に
よ
る
歌
謡
・

ハ
ー
モ
ニ
カ
演

奏
、
豪
華
賞
品
付

き
の
出
席
者
全
員

参
加
の
じ
ゃ
ん
け

ん
大
会
や
懐
か
し

イ
ン
ト
ロ
曲
名
当

て
ク
イ
ズ
等
で
会

場
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
、
出
席
者

相
互
の
親
睦
も
一

層
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

令
和
四
年
度

　

秋
季
善
行
表
彰

受

賞

者

伝

達

式

新
年
を
迎
え
て

　
　
　
　
　
　
一
般
社
団
法
人
日
本
善
行
会

　
会
長
　
勝
　
野
　
堅
　
介

皆
様
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
年
に
あ
た
り
改
め
ま
し

て
皆
様
方
の
日
本
善
行
会
へ

の
物
心
両
面
の
ご
支
援
と
ご

協
力
に
感
謝
し
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

昨
年
は
日
本
も
世
界
も
コ

ロ
ナ
禍
だ
け
で
な
く
不
幸
な

出
来
事
が
続
き
ま
し
た
。
そ

し
て
令
和
五
年
も
コ
ロ
ナ
禍

の
先
が
見
え
な
い
ま
ま
の
年

明
け
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
善
行
会
も
、
令
和
二

年
以
来
三
年
間
に
わ
た
っ
て

春
秋
の
善
行
表
彰
式
を
は
じ

め
と
す
る
様
々
な
行
事
を
中

止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

た
だ
春
季
、
秋
季
の
善
行

表
彰
受
賞
者
や
特
別
善
行

表
彰
受
賞
者
は
毎
回
決
定

し
、
受
賞
者
へ
の
伝
達
も
行

わ
れ
て
善
行
表
彰
自
体
は

継
続
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
日
本
全
国
の
善
行

会
各
支
部
や
行
政
機
関
、
関

係
団
体
の
ご
協
力
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
誠
に
感
謝
に

堪
え
ま
せ
ん
。

全
国
の
各
支
部
の
多
く

は
、
昨
年
総
会
や
伝
達
式

な
ど
を
開
催
し
て
お
り
、

ま
た
、
い
く
つ
か
の
支
部

で
は
こ
れ
ま
で
見
送
っ
て

い
た
創
立
以
来
の
節
目
の

年
を
迎
え
た
記
念
式
典
等

を
開
催
で
き
ま
し
た
。

私
も
北
毛
支
部
創
立

二
十
周
年
記
念
式
典
、
大

分
支
部
創
立
十
五
周
年
記

念
行
事
、
北
見
地
区
支
部

創
立
四
十
周
年
記
念
式
典

に
出
席
い
た
し
ま
し
た
が
、

ど
の
支
部
に
お
い
て
も
コ

ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず

地
道
な
活
動
が
続
け
ら
れ

て
お
り
、
地
域
に
お
い
て

善
行
会
の
活
動
が
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実

感
い
た
し
ま
し
た
。

ど
ん
な
状
況
で
あ
れ
、

日
本
善
行
会
は
そ
の
目
的

に
向
か
っ
て
可
能
な
活
動

を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か

ら
こ
そ
人
と
人
と
の
絆
を

大
切
に
し
、
思
い
や
り
の

心
で
接
す
る
と
い
う
日
本

善
行
会
の
理
念
が
ま
す
ま

す
重
要
な
も
の
と
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

善
行
会
の
各
種
の
行
事

や
諸
活
動
を
従
来
通
り
に

再
開
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
令
和
五
年
が
明
る

い
良
い
年
と
な
る
こ
と
を

心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。


